
一
．
神
西
湖
の
概
要 

 

汽
水
湖
（
淡
水
・
塩
水
の
混
ざ
り
合
っ
た
湖
） 

周
囲 

五
㎞ 

面
積 

一
・
三
五
㎢ 

水
深 

中
心
部 

二
・
一
ｍ 

シ
ジ
ミ
の
漁
場 

神
西
湖
（
〇
・
一
三
㎢
）
、 

差
海
川
（
〇
・
〇
五
㎢
）
、
合
計
（
〇
・
一
八
㎢
） 

 

流
入
河
川 

 

十
間
川 

九
景
川 

常
楽
寺
川 

姉
谷
川 

後
谷
川 

差
海
川 

保
知
石
川 

  

二
．
神
西
湖
漁
業
協
同
組
合
の
変
遷 

 

（
一
）
明
治
四
十
五
年
頃
の
神
西
湖
の
漁
業 

水
産
研
究
誌
第
九
巻
第
二
号
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
五
年
頃
の
神

西
湖
の
水
深
は
最
深
部
で
十
尺
（
三
メ
ー
ト
ル
）
弱
、
七
～
八
尺
（
二

～
二
・
四
メ
ー
ト
ル
）
が
大
部
分
を
占
め
、
漁
業
者
は
百
四
十
一
名

で
あ
り
、
漁
業
の
状
況
は
「
表
１
」
・
「
表
２
」
の
通
り
で
あ
っ
た
。

魚
種
も
多
く
豊
か
な
湖
で
あ
り
、
神
西
湖
周
辺
は
砂
質
の
畑
が
多
く
、

特
に
西
浜
村
で
は
藻
が
肥
料
と
し
て
昭
和
十
年
代
頃
ま
で
利
用
さ

れ
て
い
た
。 

          

採藻船としても使われていた小型の木船

里海モク採り物語ー５０年前の水面下の世界

昭和４０年頃（提供：平塚純一）

旧出雲市全景　平成２２年（（出典：流域住民の合意形成と川づくり

（財団法人リバーフロント整備センター））

旧出雲市全景　平成２２年（（出典：流域住民の合意形成と川づくり

（財団法人リバーフロント整備センター））



            

（
二
）
神
西
湖
漁
業
協
同
組
合
の
設
立 

昭
和
二
十
四
年
に
戦
前
の
旧
漁
業
権
（
海
、
内
水
面
）
が
水
産
業

協
同
組
合
法
の
施
行
に
伴
い
、
全
国
一
律
に
、
現
在
の
漁
業
権
と
な

っ
た
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
に
神
西
湖
漁
業

協
同
組
合
を
設
立
し
た
。 

組
合
設
立
当
初
よ
り
、
神
西
湖
の
代
表
理
事
組
合
長
は
神
西
村
の

村
長
が
組
合
長
職
を
兼
務
し
、
ま
た
、
事
務
所
を
役
場
内
に
置
い
て

い
た
。
昭
和
三
十
一
年
の
出
雲
市
合
併
後
は
、
選
挙
に
て
役
員
を
選 

                 

出
し
、
互
選
に
て
組
合
長
を
選
出
し
て
い
た
。
組
合
の
運
営
は
、

会
計
理
事
が
自
宅
を
事
務
所
と
し
て
行
っ
て
い
た
。 

 

名種 水揚高（貫） 価格（円）

うなぎ 5.815 6,696

ぼら 2.023 960

いな 5.713 2,014

このしろ 0.436 207

ふな 2.716 1,951

こひ 0.143 180

すずき 0.500 500

ゑび 0.688 364

しらうを 0.189 378

蜆介 2.800 700

其他 1.267 380

肥料藻 30.000 300

合　計 52.290 14,630

表１．神西湖漁獲高調査

漁具種 敷 使用期間 魚種

多葉漬 32 ３月～１０月 うなぎ、ゑび

延縄 8 ３月～１０月 うなぎ

投網 62 周年 ぼら、ふな、すずき、こひ

縫網 3 ９月～２月 こひ、ふな、ぼら他

筌 1 ５月～９月 うなぎ

浮網 2 ３月～４月 しらうを、わかさぎ

手網 38 周年 雑魚

旋篽 2 秋～冬 ぼら、こひ、ふな

釣魚 11 周年 ふな他

鰻搔 13 周年 うなぎ

糸川網 1 ３月～４月 わかさぎ

張待網 2 ９月～２月 ふな、こひ

中曳網 3 周年 ふな、こひ、なまづ

地曳網 1 周年 ふな、こひ、なまづ

揚操網 1 ９月～２月 いな、ぼら、このしろ

張切網 1 ９月～２月 ふな、こひ

表２．神西湖漁業趨勢



（
三
）
歴
代
代
表
理
事
組
合
長
（
と
役
員
の
変
遷
） 

今
岡 
伊
三
郎 

磯
田 

方
一
郎 

米
山 

連
三
郎 

中
尾 

喬 
 

昭
和
三
十
九
年
～ 

馬
庭 

幸
芳  

 
 

昭
和
四
十
二
年
四
月
～ 

秦 
 

増
造  

昭
和
六
十
年
四
月
～ 

小
村 

恒
一
郎 

昭
和
六
十
三
年
四
月
～ 

先
久 

務 
 

平
成 

九
年
四
月
～ 

田
中 

正
人  

 
 

平
成
十
五
年
四
月
～ 

角 
 

光
男  

平
成
二
十
四
年
十
月
～ 

野
津 

徳
男  

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
～ 

角 
 

光
男  

平
成
二
十
七
年
八
月
～ 

田
中 

正
人  

平
成
二
十
九
年
四
月
～ 

 （
四
）
組
合
員
数
の
変
遷 

昭
和
二
十
四
年
の
組
合
発
足
当
時
の
組
合
員
数
は
四
十
七
人
で
、

以
降
六
十
～
七
十
名
で
推
移
し
た
。
昭
和
五
十
年
代
に
入
っ
て
シ
ジ

ミ
が
異
常
繁
殖
し
准
組
合
員
制
度
を
つ
く
り
、
組
合
員
数
が
百
七
十

人
前
後
で
推
移
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
正
准
の
比
率
は
約
五
十
％

で
あ
る
。
）
平
成
五
年
頃
か
ら
次
第
に
組
合
員
数
が
減
少
し
始
め
（
正

組
合
員
が
増
加
、
准
組
合
員
が
減
少
）
、
平
成
十
五
年
に
は
百
五
十
人

前
後
と
な
り
さ
ら
に
減
少
し
て
い
る
。 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
現
在 

組
合
員
数 

正
組
合
員
（
百
十
一
）
准
組
合
員
（
三
） 

合
計
（
百
十
四
） 

 

三
．
施
設
建
設
の
歴
史
お
よ
び
公
共
工
事
等
と
の
関
わ
り 

（
一
）
建
て
切
り
建
設 

海
か
ら
入
っ
た
ボ
ラ
・
セ
イ
ゴ
・
チ
ヌ
等
の
魚
は
、
大
雨
に
よ
る

濁
り
水
、
時
化
・
高
波
に
よ
る
潮
位
高
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
低

水
温
で
、
海
に
帰
る
習
性
が
あ
る
の
で
、
戦
前
か
ら
、
河
口
に
松
杭
・

竹
ス
ズ
を
設
置
し
、
神
西
湖
で
安
定
し
た
漁
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
た
。
し
か
し
、
大
時
化
・
大
水
の
た
び
に
流
さ
れ
る
の
で
、
安
定

し
た
漁
が
で
き
る
よ
う
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
（
ピ
ュ
ア
）
の
建
て

切
り
を
昭
和
二
十
八
年
に
建
設
し
た
。
そ
の
後
、
約
四
十
年
間
、
組

合
員
の
生
活
の
糧
で
あ
る
漁
場
、
神
西
湖
の
塩
分
濃
度
・
魚
介
類
の

生
態
・
生
息
環
境
を
守
っ
て
き
た
。 

 （
二
）
建
て
切
り
撤
去 

昭
和
三
十
九
年
七
月
、
昭
和
四
十
九
年
七
月
、
二
度
の
洪
水
被
害



の
対
策
と
し
て
、
神
西
湖
か
ら
差
海
川
放
水
路
が
計
画
さ
れ
、
神
西

湖
の
水
流
、
水
位
の
変
化
、
差
海
川
の
流
速
等
の
調
査
の
た
め
に
、

建
て
切
り
の
撤
去
が
必
要
と
な
り
、
平
成
九
年
五
月
に
撤
去
さ
れ
た
。 

                 

（
三
）
塩
分
調
整
堰
建
設 

神
西
湖
内
の
水
環
境
（
塩
分
調
整
等
）
の
水
門
的
役
割
を
し
て
い

た
建
て
切
り
の
一
部
撤
去
が
平
成
九
年
三
月
～
四
月
に
始
ま
り
、
鉄

柵
・
基
礎
を
一
部
撤
去
、
取
り
壊
し
た
た
め
、
徐
々
に
塩
分
濃
度
が

上
昇
し
、
神
西
湖
本
来
の
淡

水
系
川
魚
（
鮒
、
鯉
）
が
絶
滅

危
惧
種
に
な
る
懸
念
が
出
て

き
た
。
ま
た
、
神
西
湖
の
主
力

に
な
っ
た
シ
ジ
ミ
漁
場
に
外

来
の
二
枚
貝
（
コ
ウ
ロ
エ
ン

ヒ
バ
リ
貝
）
が
大
量
発
生
し
、

神
西
湖
の
漁
場
が
ヘ
ド
ロ
化

し
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
た
。

現
状
を
県
に
働
き
か
け
、
平

成
二
十
年
二
月
に
県
知
事
の

視
察
を
受
け
、
平
成
二
十
年

九
月
か
ら
塩
分
調
整
堰
の
工

事
に
か
か
り
、
平
成
二
十
一

年
五
月
に
完
成
し
、
神
西
湖

の
守
護
神
と
な
る
。 

建て切り　昭和４０年（提供：神西湖漁協）

塩分調整堰　平成２９年（提供：神西湖漁協）



（
四
）
組
合
事
務
所
の
建
設 

前
述
の
と
お
り
、
組
合
事
務
所
は
、
役
場
内
に
あ
っ
た
り
、
会
計

理
事
の
自
宅
で
あ
っ
た
り
し
た
が
、
平
成
元
年
よ
り
山
陰
建
設
工
業

の
会
長
が
組
合
長
に
就
任
し
、
会
社
の
事
務
所
の
一
部
を
組
合
事
務

所
と
し
て
借
用
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
平
成
八
年
に
組
合
事
務
所
建

設
を
検
討
し
、
平
成
九
年
二
月
に
現
在
の
住
所
で
竣
工
式
を
迎
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。 

             

（
五
）
神
西
湖
漁
業
協
同
組
合
卸
売
市
場
の
開
設 

平
成
十
四
年
～
十
五
年
頃
よ
り
、
神
西
湖
の
主
力
で
あ
る
シ
ジ
ミ

の
漁
獲
量
が
、
塩
分
濃
度
の
上
昇
の
た
め
減
少
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、

日
本
一
の
シ
ジ
ミ
産
地
で
あ
る
宍
道
湖
と
の
区
別
化
と
し
て
、
付
加

価
値
を
付
け
、
少

量
で
も
売
れ
る
シ

ジ

ミ

を

検

討

し

た
。
そ
の
結
果
、

Ｍ
・
Ｌ
玉
以
上
の

粒
の
大
き
い
シ
ジ

ミ
に
規
格
を
統
一

し
、
神
西
湖
産
と

し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

を

目

指

す

た

め

に
、
平
成
二
十
三

年
八
月
十
六
日
に

市
場
を
開
設
し
、

現
在
十
業
者
が
入

札

を

行

っ

て

い

る
。 

組合事務所（提供：神西湖漁協）

卸売市場開設　平成２３年（提供：神西湖漁協）



（
六
）
覆
砂
台
船
「
福
砂
丸
」
の
製
作 

神
西
湖
の
シ
ジ
ミ
漁

場
は
、
湖
岸
に
限
ら
れ

て
お
り
、
シ
ジ
ミ
の
生

産
を
今
以
上
に
す
る
た

め
に
も
覆
砂
事
業
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
沖

合

に

漁

場

を

作

る

た

め
、
ま
た
、
増
殖
の
た
め

に
も
台
船
が
重
要
な
役

割
を
果
た
し
、
漁
場
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

る
。 

 平
成
二
十
五
年 

六
月
十
八
日
竣
工
。 

    

四
．
神
西
湖
の
漁
業 

 

（
一
）
神
西
湖
に
生
息
す
る
魚
類 

昭
和
五
十
年
代
後
半
に
は
、
主
力
で
あ
っ
た
、
ボ
ラ
・
ス
ズ
キ
漁

が
消
費
者
の
魚
離
れ
か
ら
衰
退
し
、
シ
ラ
ウ
オ
・
ア
マ
サ
ギ
も
神
西

湖
か
ら
姿
を
消
し
、
現
在
生
息
し
て
い
る
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

ボ
ラ
・
フ
ナ
・
コ
イ
・
シ
ジ
ミ
・
ス
ズ
キ
・ 

ウ
ナ
ギ
・
モ
ロ
ゲ
エ
ビ
・
テ
ナ
ガ
エ
ビ
・
ハ
ゼ 

福砂丸　平成２５年（提供：神西湖漁協）

神西湖に生息する魚類（出典：流域住民の合意形成と川づくり

（財団法人リバーフロント整備センター））

神西湖に生息する魚類（出典：流域住民の合意形成と川づくり

（財団法人リバーフロント整備センター））



（
二
）
神
西
湖
の
漁
業
（
漁
業
権
種
） 

昭
和
五
十
年
代
の
初
め
、
シ
ジ
ミ
が
異
常
繁
殖
し
、
魚
漁
が
主
体

で
あ
っ
た
が
、
シ
ジ
ミ
漁
が
主
力
に
な
り
、
年
間
四
百
～
五
百
ト
ン

の
漁
獲
量
に
な
っ
た
。
主
力
産
品
は
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
、
ウ
ナ
ギ
、

エ
ビ
、
フ
ナ
、
モ
ク
ズ
ガ
ニ
で
あ
る
。 

 

（
三
）
神
西
湖
で
使
用
さ
れ
る
漁
具 

昭
和
二
十
年
代
よ
り
昭
和
五
十
年
代
の
後
半
ま
で
は
、
ボ
ラ
・
ス

ズ
キ
の
刺
網
、
ウ
ナ
ギ
・
エ
ビ
の
竹
筒
・
マ
ス
網
で
あ
っ
た
が
、
現

在
残
っ
て
い
る
の
は
ウ
ナ
ギ
の
竹
筒
、
ウ
ナ
ギ
・
エ
ビ
の
マ
ス
網
の

み
と
な
っ
て
お
り
、
刺
網
伝
統
漁
法
は
衰
退
し
た
。 

 

（
四
）
魚
種
別
漁
獲
量
の
移
り
変
わ
り 

○
ボ
ラ
・
ス
ズ
キ
・
フ
ナ 

昭
和
二
十
年
～
五
十
年
後
半 

※
消
費
量
が
減
少 

○
ウ
ナ
ギ
・
モ
ロ
ゲ
エ
ビ
・
川
エ
ビ
・
ハ
ゼ 

※
資
源
量
が
減
少 

○
シ
ジ
ミ 

昭
和
五
十
年
～
現
在 

※
最
盛
期
は
昭
和
五
十
年
年
代
～
平
成
十
年
代 

                    

神西湖で使用される漁具（出典：流域住民の合意形成と川づくり

（財団法人リバーフロント整備センター））

神西湖で使用される漁具（出典：流域住民の合意形成と川づくり

（財団法人リバーフロント整備センター））



（
四
百
～
五
百
ト
ン
） 

平
成
二
十
年
代 

百
七
十
～
二
百
ト
ン
で
推
移
し
て
い
る 

                  

五
．
資
源
量
増
殖
活
動
の
歴
史 

 

（
一
）
覆
砂 

限
ら
れ
た
漁
場
、
生
産
性
を
上
げ
る
た
め
に
漁
場
を
造
成
し
て
い

る
。 

 

（
二
）
放
流
事
業 

 

昭
和
初
期
か
ら
継
続
的
に
、
ワ
カ
サ
ギ
・
コ
イ
・
ウ
ナ
ギ
・
シ
ジ

ミ
・
モ
ク
ズ
ガ
ニ
・
フ
ナ
・
テ
ナ
ガ
エ
ビ
の
放
流
を
行
っ
て
い
る
。 

 

（
三
）
シ
オ
グ
サ
（
ノ
ト
ロ
）
の
除
去 

塩
分
濃
度
が
上
が
る
と 

大
量
発
生
す
る
。 

組
合
員
総
出
で
年
数
回
実
施
。 

      

50

150

250

350

450

550

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

シジミ漁獲量推移

年度

トン

ノトロの除去（提供：神西湖漁協）



（
四
）
湖
底
耕
耘 

ポ
ン
プ
に
よ
る
湖
底
の
沈
殿
物
を
攪
拌
す
る
作
業 

 

（
五
）
草
ご
み
、
油
類
の
流
入
と
の
戦
い 

十
間
川
・
保
知
石
川
等
流
入
河
川
か
ら
、
農
作
業
時
期
に
な
る
と

大
量
の
草
ゴ
ミ
が
流
入
す
る
。
ま
た
、
油
類
の
流
入
も
あ
る
。 

 

（
六
）
コ
ウ
ロ
エ
ン
カ
ワ
ヒ
バ
リ
ガ
イ
と
の
戦
い 

建
て
切
り
撤
去
後
、
外
来
の
二
枚
貝
が
異
常
発
生
し
て
い
る
。 

 

（
七
）
シ
ジ
ミ
漁
獲
制
限
の
歴
史 

シ
ジ
ミ
の
資
源
量
を
守
る
た
め
一
日
、
シ
ジ
ミ
箱
一
杯
の
制
限
を

設
け
て
い
る
。 

 

（
八
）
漁
獲
サ
イ
ズ
一
三
ミ
リ
化
へ
の
決
断 

シ
ジ
ミ
の
資
源
量
確
保
と
神
西
湖
産
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
た
め
に

Ｓ
サ
イ
ズ
を
廃
止
し
、
Ｍ
・
Ｌ
サ
イ
ズ
と
す
る
。 

 

（
九
）
木
材
利
用
を
促
進
す
る
増
殖
技
術
開
発
事
業 

神
西
湖
の
漁
場
環
境
の
悪
化
等
に
よ
っ
て
資
源
量
が
減
少
し
、
フ

ナ
や
ウ
ナ
ギ
、
コ
イ
、
エ
ビ
類
は
ほ
と
ん
ど
獲
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
神
西
湖
の
漁
獲
量
の
大
部
分
を
占
め
る
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
に
つ

い
て
も
、
漁
獲
量
が
激
減
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
湖
の
塩
分
濃
度
の

変
化
、
底
質
の
細
粒
分
化
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

一
方
、
島
根
県
は
県
土
面
積
の
約
七
割
が
山
地
で
あ
り
、
森
林
の

有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
特
に
、
間
伐
材
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
出
雲
地
域
に
お
い
て
も
土
木
資
材
等
の
限
定
的
な
利
用

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
神
西
湖
に
お
け
る
漁

獲
対
象
種
の
資
源
量
増
加
を
目
的
と
し
た
間
伐
材
利
用
の
増
殖
礁

の
開
発
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
た
。
具
体
的
に
は
、
木
材
使
用
量
が

多
い
増
殖
礁
を
開
発
し
、
覆
砂
と
組
み
合
わ
せ
て
稚
貝
収
集
、
着
底

促
進
機
能
を
有
す
る
多
面
的
な
増
殖
礁
と
し
て
実
証
し
た
。
今
回
の

事
業
は
、
出
雲
市
、
出
雲
地
区
森
林
組
合
及
び
神
西
湖
漁
業
協
同
組

合
で
構
成
す
る
神
西
湖
地
域
協
議
会
で
技
術
開
発
及
び
実
証
を
行

っ
た
。 



平
成
二
十
六
年
度
に
製
作
・
設
置
し
た
実
験
区
に
お
い
て
、
増
殖

効
果
・
耐
久
性
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
継
続
中
で
あ
る
。 

六
．
神
西
湖
が
直
面
し
て
い
る
課
題 

 

（
一
）
水
質
、
底
質
の
悪
化 

上
流
よ
り
草
ゴ
ミ
、
農
薬
散
布
、
化
学
肥
料
の
流
入
の
影
響
も
あ

り
、
特
に
、
平
成
十
九
年
二
月
に
は
、
神
西
湖
産
の
シ
ジ
ミ
の
残
留

農
薬
が
基
準
値
を
超
え
、
操
業
の
自
粛
に
入
っ
た
。
関
係
機
関
で
対

策
を
行
い
、
五
月
に
は
基
準
値
が
下
が
り
自
粛
を
解
除
し
た
。 

 

（
二
）
ヘ
ド
ロ
の
堆
積 

今
現
在
で
も
、
一
年
間
あ
た
り
三
セ
ン
チ
の
ス
ピ
ー
ド
で
堆
積
し

て
い
る
。 

 

（
三
）
伝
統
漁
業
の
後
継
者
不
足 

資
源
量
の
増
殖
、
神
西
湖
の
活
性
化
が
必
要
で
あ
る
。 

 

（
四
）
建
て
切
り
基
礎
の
撤
去 

神
西
湖
内
の
水
の
循
環
対
策
が
必
要
で
あ
る
。 

 

（
五
）
全
国
に
認
知
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
道 

水
質
・
味
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
実
現
す
る
。 

間伐材利用の増殖礁（提供：神西湖漁協）



七
．
神
西
湖
の
行
事 

 
 （

一
）
弁
天
宮
祭
り 

昭
和
四
十
年
に
、
神
西
の
商
店
会
に
よ
っ
て
神
西
祭
り
が
開
催
さ

れ
、
神
西
湖
の
中
で
花
火
大
会
を
行
っ
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
年
代

半
ば
に
中
止
と
な
り
、
漁
協
が
引
き
続
き
、
大
漁
祈
願
祭
と
シ
ジ
ミ

の
供
養
を
兼
ね
て
、
毎
年
八
月
に
、
武
田
宮
司
の
司
祭
の
下
開
催
し

て
い
る
。 

            

（
二
）
神
西
湖
清
掃 

 

神
西
湖
漁
業
協
同
組
合
、
神
西
地
区
自
治
協
会
、
神
西
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
主
催
で
、
地
元
各
種
団
体
の
参
加
に
よ
り
、
神
西
湖

の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

 

弁天宮祭り（提供：神西湖漁協）

神西湖清掃（提供：神西湖漁協）

神西湖清掃（提供：神西湖漁協）



 

（
三
）
ふ
れ
あ
い
事
業 

 

神
西
湖
の
現
状
を
小
さ
い
う
ち
か
ら
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

毎
年
、
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
を
対
象
に
、
フ
ナ
の
放
流
、
シ

ジ
ミ
の
収
穫
体
験
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。 

 

                  

フナの放流体験（提供：神西湖漁協）

シジミの収穫体験（提供：神西湖漁協）

シジミの美味しい食べ方（出典：流域住民の合意形成と川づくり

（財団法人リバーフロント整備センター））

シジミの美味しい食べ方（出典：流域住民の合意形成と川づくり

（財団法人リバーフロント整備センター））


